
エンジンオイルはエンジンの中を循環するオイルで、
重要な役割を持っています。

エンジンオイルの汚れ具合をチェックしてみましょう。

１ エンジンオイルの役割
エンジンはガソリンを内部で

燃やしているため高温になります。

エンジンオイルが冷却します。

エンジンオイルが
ガソリンを燃やす部屋を密封します

エンジンが働く効率アップ

エンジンオイルは
ガソリンが燃えてできるゴミを

掃除します

エンジンがきれいになります

ガソリンを燃やすと
水が発生します

エンジンオイルが
錆を防ぎます

部品どうしの摩擦を防ぎます

エンジンが働く効率をアップし、
部品どうしがぶつかって
壊れることを防ぎます

２ エンジンオイルの交換時期

エンジンオイルの交換はなぜ必要？

自動車を使い続けるとエンジンオイルの
性能がどんどん悪くなっていきます。

酸化
添加剤の消耗
異物が増える
量が減る

エンジンオイル交換時期の目安は・・・
スバルではお車に長く・安全に乗っていただくために
１０，０００ＫＭまたは６ヶ月に１回の交換をお勧めしております。

＊シビアコンディションの場合は５，０００ＫＭまたは３ヶ月

３ スバル純正オイルの品質

エンジン放置テスト

エンジンを掛けずに長期間放置した車を
急に走行させるテスト

エンジン全開テスト

試験室の気温を上げた過酷な状況の下
エンジンをパワー全開で、

そのまま４日間回し続けるテスト。

冷却テスト

エンジンを冷やし
（油温-15℃、水温-30℃）、

走行させるテスト。

分解チェック

全てのテストが終了したら、
必ず全部品を分解しチェックを行います。

スバル純正オイルは厳しいテストをクリアし、スバル車に合わせて作られています。

実際に汚れ具合をチェックしてみましょう


